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３
２
『
傷
寒
金
鏡
録
』
の
思
想
に
つ
い
て
の
考
察

『
傷
寒
金
鏡
録
」
は
、
元
代
の
散
氏
に
よ
り
書
か
れ
た
中
国
伝

統
医
学
最
初
の
舌
診
書
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
す
で
に
原
本
は

失
わ
れ
て
い
る
。
舌
診
は
、
中
国
伝
統
医
学
の
望
診
、
問
診
、

聞
診
、
切
診
の
中
の
望
診
に
属
し
、
正
気
の
盛
衰
、
病
位
の
深

浅
、
病
邪
の
性
質
、
病
勢
の
進
退
、
疾
病
の
予
後
、
処
方
の
決

定
に
重
要
な
役
割
を
荷
な
っ
て
い
る
。
舌
の
変
化
に
つ
い
て
、

舌
乳
頭
に
注
目
し
た
小
林
寛
氏
に
よ
れ
ば
、
「
外
因
性
要
因
は
乳

頭
の
上
皮
細
胞
層
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
内
因
性
要
因
は
乳
頭
の

結
合
織
芯
に
影
響
を
与
え
る
。
こ
れ
ら
の
内
外
か
ら
の
要
因
と

加
齢
の
要
因
が
相
乗
的
に
作
用
し
て
舌
乳
頭
の
退
縮
が
進
行
す

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ヒ
ト
の
舌
乳
頭
の
外
形
と
結
合
織
芯

の
立
体
像
は
若
年
者
に
は
特
徴
的
な
形
態
が
保
持
さ
れ
て
い
る

が
、
高
齢
者
で
は
種
々
の
程
度
の
退
縮
変
形
が
起
こ
る
。
し
か
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し
こ
れ
ら
の
変
形
は
必
ず
し
も
加
齢
に
比
例
し
て
起
こ
る
の
で

は
な
く
、
高
齢
者
間
で
も
個
人
差
が
極
め
て
大
き
い
も
の
で
あ

っ
た
。
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
舌
の
変
化
に
つ
い
て
、

中
国
伝
統
医
学
で
は
す
で
に
、
『
内
経
素
問
」
刺
熱
論
篇
第
三
十

二
に
、
「
肺
の
熱
病
な
る
者
は
、
先
ず
湘
然
と
し
て
厭
し
、
毫
毛

を
起
た
し
め
、
風
寒
を
悪
み
、
舌
ば
み
、
身
熱
す
。
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
舌
診
に
つ
い
て
、
『
内
経
素
問
」
以
外
に

も
「
霊
枢
」
、
後
の
『
傷
寒
雑
病
論
」
、
「
諸
病
源
候
論
」
な
ど
に

も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
舌
診
に
つ
い
て
の
概
念
が
ま
と
ま
っ
て

く
る
の
は
、
宋
金
、
元
代
で
、
こ
の
時
代
、
朱
肱
に
よ
る
『
傷

寒
類
証
活
人
書
」
、
銭
乙
の
「
小
児
薬
証
直
訣
」
、
陳
言
の
「
三

因
方
」
、
李
東
垣
の
『
脾
胄
論
」
、
成
無
己
の
『
傷
寒
明
理
論
」

で
、
各
論
に
つ
い
て
舌
診
を
取
り
挙
げ
て
い
る
。

現
代
に
伝
わ
っ
て
い
る
最
古
の
舌
診
の
専
門
書
は
、
杜
本
に

よ
る
『
散
氏
傷
寒
金
鏡
録
」
二
三
四
一
年
）
で
あ
る
。
こ
れ
に

蒔
己
が
注
釈
を
加
え
た
も
の
が
、
『
散
氏
傷
寒
金
鏡
録
」
と
し
て
、

『
醇
氏
医
案
十
六
種
」
朴
本
、
「
酵
氏
医
案
二
十
四
種
」
朴
本
に

収
納
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
別
系
統
の
異
本
と
し
て
、
一
五
五
六

年
「
散
氏
傷
寒
金
鏡
録
』
が
出
版
さ
れ
、
一
五
五
九
年
に
再
刊
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さ
れ
て
い
る
。
『
散
氏
傷
寒
金
鏡
録
」
は
、
「
傷
寒
舌
診
」
、
『
外

傷
金
鏡
録
」
の
別
名
が
あ
る
。
醇
己
は
、
一
五
○
八
年
に
舌
診

の
す
ぐ
れ
た
医
者
に
会
い
、
薬
を
用
い
る
た
び
に
効
果
は
上
が

っ
た
が
、
効
果
が
な
ぜ
上
が
っ
た
か
に
つ
い
て
そ
の
医
者
は
、

何
も
答
え
な
か
っ
た
。
後
に
南
雍
で
『
金
鏡
録
」
を
手
に
入
れ
、

舌
診
と
薬
の
処
方
は
、
こ
の
本
に
書
か
れ
た
通
り
そ
の
医
者
が

行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
、
異
本
の
『
散
氏
傷
寒
金
鏡

録
」
で
述
べ
て
い
る
。

散
氏
の
『
傷
寒
金
鏡
録
」
は
、
舌
診
図
は
十
二
図
で
あ
っ
た

が
、
杜
本
は
、
「
今
、
前
の
十
二
舌
を
以
っ
て
明
に
著
す
。
猶
恐

ら
く
は
未
だ
諸
症
蓋
す
事
あ
ら
ず
。
復
二
十
四
図
作
り
、
井
に

方
治
を
左
州
に
列
す
こ
と
は
、
匡
匠
と
し
て
源
推
し
流
を
尋
ね

実
に
生
死
を
決
す
可
き
の
妙
也
。
」
と
記
し
、
二
十
四
図
を
つ
け

加
え
て
い
る
。
舌
診
図
は
、
か
な
ら
ず
白
苔
、
淡
紅
な
ど
の
名

が
刻
ま
れ
、
こ
れ
は
彩
色
を
ほ
ど
こ
し
て
も
色
が
落
ち
て
後
世

の
人
を
誤
ら
せ
る
こ
と
を
恐
れ
た
た
め
と
言
わ
れ
て
い
る
。
白

苔
舌
は
、
「
舌
白
苔
滑
を
見
る
者
は
邪
初
て
裏
に
入
る
也
。
丹
田

に
熱
有
り
。
胸
中
に
寒
有
り
。
乃
少
陽
半
表
半
裏
の
証
な
り
。

宣
し
く
小
柴
胡
湯
、
楯
子
鼓
湯
え
を
用
い
て
治
す
べ
し
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
『
宋
版
傷
寒
論
」
の
、
巻
五
第
八
陽
明

病
の
条
文
、
「
若
し
え
を
下
せ
ば
、
則
ち
冑
中
空
虚
し
、
客
気
胴

に
動
き
、
心
中
慎
儂
す
。
舌
上
苔
あ
る
者
は
、
楯
子
鼓
湯
え
を

主
る
・
」
、
「
陽
明
病
、
脇
下
鞭
満
し
、
大
便
せ
ず
し
て
嘔
し
、
舌

上
に
白
く
胎
す
る
も
の
は
、
小
柴
胡
湯
を
与
う
べ
し
。
上
焦
通

ず
る
を
得
、
津
液
下
る
を
得
、
胄
気
因
り
て
和
す
れ
ば
、
身

に
厳
然
と
汗
出
で
て
解
す
。
」
と
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
散
氏
の
『
傷
寒
金
鏡
録
』
は
、
『
傷
寒
雑
病
論
」

を
土
台
と
し
て
記
載
さ
れ
て
お
り
、
舌
診
に
つ
い
て
、
特
に
酵

己
の
思
想
を
中
心
に
、
思
想
的
背
景
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。


